
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

九
月
の
公
園
整
備
は
、
六
日
（
日
）
、
で

す
。
花
壇
整
備
、
除
草
、
潅
水
な
ど
の
作

業
を
を
行
い
ま
す
。 

○ 

九
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
二
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
七
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
十
九
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

元気にラジオ体操！ 

八
月
九
日
（
日
）
梅
雨
が
明
け
、
三
十
度

を
大
幅
に
超
す
日
が
続
く
中
、
会
員
、
子
供

会
二
十
一
名
の
参
加
に
よ
り
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
長
期
の
雨
と
高
温
に
よ
り
公
園
内

の
至
る
所
に
多
く
の
雑
草
が
生
え
、
手
分
け

を
し
て
除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日

も
朝
か
ら
熱
中
症
危
険
情
報
が
出
て
い
た

た
め
、
日
陰
を
選
ん
で
水
分
を
補
給
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
先
日
集
会
所
予
定

地
と
な
る
花
壇
か
ら
移
植
を
行
っ
た
モ
ミ

ジ
ア
オ
イ
の
大
き
な
花
が
開
花
し
、
早
朝
の

木
陰
で
は
時
折
涼
し
い
風
が
吹
い
て
い
ま

す
の
で
是
非
公
園
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 

『
タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
』 

「
た
か
さ
ご
」
は
琉
球
で
タ
カ
サ
ン
グ
と

呼
ん
だ
台
湾
の
こ
と
。
日
本
で
は
台
湾 

先
住
民
を
高
砂
族
と
呼
び
ま
す
。
ユ
リ
は

タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
。
か
つ
て
日
本
で
も
園
芸

用
に
輸
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
（
沖
縄
産
）
や
ヤ

マ
ユ
リ
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
、
サ
サ
ユ
リ
、
な

ど
ユ
リ
の
多
い
日
本
で
は
、
栽
培
は
広
が

ら
ず
、
園
芸
店
で
も
売
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
の
繁
殖
力
は
旺
盛
で
、
残

念
な
が
ら
空
き
地
の
雑
草
と
化
し
て
い
ま

す
。
先
日
、
町
内
で
タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
が
美

し
く
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
路
傍
の
花
園
を
見

つ
け
ま
し
た
。
一
緒
に
咲
い
て
い
た
の
は

ラ
ン
タ
ナ
。
空
き
地
の
帰
化
植
物
で
す
。

ど
う
や
ら
サ
ツ
キ
の
植
え
込
み
を
覆
う
招

か
れ
ざ
る
花
園
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
い
え
、

雑
草
で
も
美
し
い
も
の
は
良
い
の
か
も
。 

溜枡の清掃も定期的に実施！ 
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日陰で一生懸命雑草取り！ 

タカサゴユリとランタナ！ 

モミジアオイが開花！ 


